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片
岡
優
子
著
『
原
胤
昭
の
研
究
︱
生
涯
と
事
業
︱
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年

杉　

田　

菜　

穂　
　

　
　
　

一

　
「
更
生
保
護
の
父
」
と
称
さ
れ
る
原
胤
昭
（
は
ら
・
た
ね
あ
き
：
一
八
五
三
―
一
九
四
二
）
は
、
社
会
事
業
家
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
。

第
一
回 

吉
田
久
一
研
究
奨
励
賞
（
社
会
事
業
史
学
会
、刊
行
費
助
成
）
を
受
け
て
出
版
さ
れ
た
本
書
『
原
胤
昭
の
研
究
―
生
涯
と
事
業
―
』

は
、
原
が
生
涯
を
通
し
て
携
わ
っ
た
社
会
事
業
の
全
容
に
迫
ろ
う
と
す
る
学
術
作
品
で
あ
る
。（
な
お
、
第
三
○
回 

社
会
事
業
史
文
献
賞

（
社
会
事
業
史
学
会
）
も
受
賞
さ
れ
て
い
る
。）

　

著
者
は
言
う
。「
で
き
る
限
り
多
く
の
史
資
料
を
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
の
史
資
料
を
発
掘
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
史
資
料
一
つ
ひ
と
つ
に
対

し
て
信
頼
性
・
妥
当
性
の
有
無
を
確
認
し
た
上
で
、
研
究
論
文
の
作
成
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」（
九
頁
）。
先
行
研
究
、

ま
た
読
者
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
る
こ
の
力
の
こ
も
っ
た
一
節
は
、
原
が
書
い
た
資
料
（
一
次
資
料
）、
原
に
関
し
て
書
か
れ
た
資
料
（
二

次
資
料
）
及
び
原
の
生
き
た
時
代
背
景
を
知
る
た
め
の
資
料
を
可
能
な
限
り
蒐
集
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
再
構
築
す
る
と
い
う
本
書
全
体

書
評
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を
貫
く
研
究
手
法
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
す
で
に
本
書
の
課
題
等
が
示
さ
れ
た
序
章
の
内
容
に
触
れ
て
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
構
成
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。　

序　
　

章　

第
一
章　

原
胤
昭
の
出
自
と
思
想
形
成

第
二
章　

築
地
・
銀
座
に
お
け
る
活
動

第
三
章　

兵
庫
仮
留
監
教
誨
師
時
代

第
四
章　

北
海
道
集
治
監
教
誨
師
時
代

第
五
章　

明
治
期
の
出
獄
人
保
護
事
業

第
六
章　

大
正
期
の
出
獄
人
保
護
事
業
と
東
京
出
獄
人
保
護
所
の
財
政
状
況

第
七
章　

中
央
慈
善
協
会
に
お
け
る
活
動

第
八
章　

児
童
保
護
活
動

第
九
章　

東
京
府
慈
善
協
会
に
お
け
る
活
動

第
一
〇
章　

昭
和
期
の
原
胤
昭
の
動
向
と
そ
の
終
焉

結
び
に
か
え
て
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二

　

著
者
は
、
原
の
生
涯
を
五
つ
の
時
期
（
第
一
期
：
一
八
五
三
―
一
八
七
○
、
第
二
期
：
一
八
七
一
―
一
八
八
三
、
第
三
期
：
一
八
八
四

―
一
八
九
六
、
第
四
期
：
一
八
九
七
―
一
九
二
五
、
第
五
期
：
一
九
二
六
―
一
九
四
二
）
に
区
分
し
て
把
握
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡

潔
に
解
説
す
る
と
、
第
一
期
は
原
の
出
生
か
ら
与
力
、
市
政
裁
判
所
や
東
京
府
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
に
至
る
ま
で
。
そ
れ
に
続
く
第
二

期
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
社
会
活
動
、
第
三
期
は
監
獄
改
良
事
業
が
核
に
あ
っ
た
。
第
四
期
に
は
、
出
獄
人
保
護
事
業
や
児
童
虐

待
防
止
事
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
事
業
が
展
開
さ
れ
る
。
第
五
期
は
、
晩
年
で
あ
る
。

　

本
書
の
記
述
は
、
第
一
章
が
第
一
期
、
第
二
章
が
第
二
期
、
第
三
、四
章
が
第
三
期
、
第
五
か
ら
九
章
が
第
四
期
、
第
一
○
章
が
第
五

期
に
対
応
し
て
い
る
。
第
三
期
や
第
四
期
の
活
動
に
つ
い
て
断
片
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
対

し
て
、著
者
に
よ
っ
て
「
監
獄
改
良
事
業
に
天
職
を
見
出
し
た
」
と
さ
れ
る
原
の
な
か
で
、キ
リ
ス
ト
教
受
容
が
教
育
や
慈
善
事
業
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
貫
い
て
い
る
こ
と
が
描
き
出
さ
れ
る
。

　

特
に
、第
三
章
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
原
の
兵
庫
仮
留
監
教
誨
師
と
し
て
の
活
動
は
、こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
あ
る
い
は
、先
行
研
究
お
い
て
は
そ
の
詳
細
ま
で
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
北
海
道
集
治
監
教
誨
師
と
し
て
の
活
動
や
、

各
々
の
社
会
事
業
の
実
績
な
ど
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
有
機
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
社
会
事
業
家
と
し
て
の

原
胤
昭
の
全
体
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
本
書
な
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
、
第
一
章
以
降
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。
第
一
章
で
は
、
原
（
出
生
時
の
氏
名
は
、
佐
久
間
弥
三
郎
）
の
出
自
と
思

想
形
成
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
原
は
、
江
戸
町
奉
行
所
の
与
力
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
厳
格
な
父
と
優
し
い
母
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
こ

と
、
与
力
の
職
を
継
承
す
る
べ
く
与
え
ら
れ
た
職
業
教
育
と
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
思
想
が
彼
の
生
涯
を
運
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命
づ
け
た
と
さ
れ
る
。
幼
少
期
か
ら
剣
術
と
書
道
を
学
び
、
与
力
同
心
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
男
子
に
は
習
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
謡
曲
の
稽
古
に
も
通
っ
た
。
一
八
五
九
年
か
ら
は
黒
川
真
頼
に
国
学
を
、
兄
か
ら
漢
籍
、
算
術
、
剣
道
、
出
陣
太
鼓
の
打
ち
方
な

ど
の
与
力
と
し
て
必
要
な
技
能
を
教
わ
る
。
一
八
六
六
年
に
は
一
四
歳
で
江
戸
南
町
奉
行
所
与
力
の
職
に
就
い
た
。
他
方
で
、
一
八
七
四

年
に
は
米
国
長
老
教
会
宣
教
師
の
カ
ロ
ザ
ー
ス
よ
り
洗
礼
を
受
け
る
。

　
「
築
地
・
銀
座
に
お
け
る
活
動
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
第
二
章
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
し
て
の
精
神
が
前
面
に
現
れ
た
時
期
を
対

象
に
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
原
は
、
信
仰
に
基
づ
く
人
道
的
な
愛
と
自
由
を
求
め
る
心
を
支
え
に
日
本
初
の
キ
リ
ス
ト
教
出
版
社
で

あ
る
十
字
屋
の
創
立
と
日
本
独
立
長
老
教
会
銀
座
教
会
の
設
立
に
参
画
し
、
女
学
校
や
幼
稚
園
を
設
立
し
て
女
子
教
育
や
幼
児
教
育
の
振

興
も
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
有
志
に
よ
る
救
済
義
会
を
発
足
さ
せ
て
救
済
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
こ
か
ら
転
じ

て
監
獄
改
良
を
志
し
て
出
獄
人
保
護
事
業
に
献
身
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
に
至
る
の
は
、
原
本
人
が
自
由
民
権
運
動
に
か
ら
む
筆
禍
事
件

に
よ
っ
て
収
監
さ
れ
る
こ
と
で
囚
人
と
呼
ば
れ
る
立
場
に
置
か
れ
る
と
い
う
一
八
八
三
年
の
経
験
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
兵
庫
仮
留
監
に
赴
任
す
る
一
八
八
四
年
か
ら
次
の
第
四
章
で
論
じ
ら
れ
る
釧
路
集
治
監
へ
出
向
を
命
じ
ら
れ
る

一
八
八
八
年
ま
で
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。「
天
職
へ
の
準
備
期
」
と
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
は
、
教
誨
師
（
内
務
省
の
職
員
）
と
し
て
受

刑
者
の
矯
正
に
関
与
し
、
自
宅
で
刑
余
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
し
て
更
生
に
導
く
と
い
う
原
の
理
想
に
基
づ
く
人
道
的
な
監
獄
改
良
事
業

が
遂
行
さ
れ
た
。
日
本
組
合
基
督
神
戸
教
会
の
人
々
や
外
国
人
医
師
と
し
て
医
療
活
動
や
監
獄
改
良
に
力
を
尽
く
し
た
ベ
リ
ー
と
の
出
会

い
に
も
恵
ま
れ
、
教
誨
方
法
の
創
案
や
監
獄
改
良
に
関
す
る
研
究
も
進
め
た
と
さ
れ
る
。
欧
化
主
義
を
背
景
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
容
認
の

状
況
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
原
の
人
道
主
義
的
監
獄
改
良
事
業
は
順
風
の
中
で
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
八
九
八
年
に
は
、
釧
路
集
治
監
へ
の
出
向
を
命
じ
ら
れ
る
。「
北
海
道
集
治
監
教
誨
師
時
代
」
と
い
う
題
が
付
さ
れ
た
第
四
章
で
は
、

そ
の
釧
路
集
治
監
と
一
八
九
二
年
か
ら
赴
任
す
る
樺
戸
集
治
監
で
の
教
誨
師
生
活
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
原
は
、
日
本
に
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お
け
る
教
誨
方
法
の
基
礎
と
北
海
道
の
集
治
監
に
お
け
る
教
誨
事
業
を
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
非
人
道
的
な
囚
人
労
働
を
廃
止
さ

せ
、
行
刑
の
人
道
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
日
本
特
有
の
教
誨
形
成
に
も
繋
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
功
績
を
背
に
、
原
は
一
八
九
五
年
に

他
四
名
の
キ
リ
ス
ト
教
教
誨
師
と
連
袂
辞
職
を
す
る
に
至
る
。
そ
の
理
由
は
、
自
身
が
理
想
と
す
る
教
誨
が
実
施
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
が
、
仏
教
徒
の
教
誨
師
を
併
置
さ
せ
る
と
い
う
教
誨
の
方
針
転
換
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

第
五
章
の
「
明
治
期
の
出
獄
人
保
護
事
業
」
で
は
、
原
が
東
京
出
獄
人
保
護
所
（
一
九
二
七
年
よ
り
財
団
法
人
東
京
保
護
会
）
を
創
設

し
、
運
営
す
る
時
期
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
一
八
九
七
年
に
創
設
を
み
る
そ
れ
は
、
四
○
年
ほ
ど
続
い
て
一
九
三
八
年
に
解
散
に
至
る
。

本
章
で
は
原
が
樺
戸
集
治
監
の
教
誨
師
を
辞
し
て
東
京
に
戻
っ
て
く
る
一
八
九
五
年
か
ら
原
の
主
著
で
あ
る
『
出
獄
人
保
護
』（
一
九
一
三

年
）
の
出
版
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
焦
点
を
当
て
て
、
一
八
九
七
年
の
東
京
出
獄
人
保
護
所
の
創
設
と
そ
の
運
営
状
況
、
及
び
原
の
援
助

方
法
の
特
徴
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
面
接
に
よ
り
保
護
す
べ
き
者
を
見
極
め
て
援
助
の
方
針
を
決
定
し
、
被
保
護
者
の
全
生
涯
を
通

し
た
支
援
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
本
事
業
は
、
原
と
共
に
主
任
者
を
務
め
た
原
の
妻
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
、
事
業
の
後
援
者
な
ど
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
第
六
章
「
大
正
期
の
出
獄
人
保
護
事
業
と
東
京
出
獄
人
保
護
所
の
財
政
状
況
」
で
は
、
東
京
出
獄
人
保
護
所
の
財
政
及

び
運
営
状
況
、
大
正
期
以
後
の
保
護
実
績
や
『
出
獄
人
保
護
』
の
意
義
、
原
と
司
法
省
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て

い
る
。
明
治
期
と
比
較
し
て
新
規
被
保
護
者
数
が
一
○
倍
以
上
と
な
る
大
正
期
に
は
、
他
の
社
会
事
業
家
や
警
察
と
の
連
携
、
ま
た
（
司

法
省
で
は
な
く
）
内
務
省
の
関
係
者
に
よ
っ
て
原
の
事
業
が
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
の
原
は
、
刑
余
者
に
対
す
る
就
職
や

結
婚
時
の
差
別
撤
廃
を
求
め
る
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
二
四
年
の
関
東
大
震
災
、
翌
二
五
年
の
普
通

選
挙
法
の
欠
格
者
条
項
に
受
刑
歴
の
あ
る
者
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
原
の
出
獄
人
保
護
事
業
は
存
続
の
危
機
を
迎
え
る
。

　

第
七
章
か
ら
第
九
章
は
そ
れ
ぞ
れ
、
中
央
慈
善
協
会
に
お
け
る
活
動
、
児
童
保
護
活
動
、
東
京
府
慈
善
協
会
に
お
け
る
活
動
と
い
っ
た
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各
事
業
を
テ
ー
マ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
七
章
で
論
じ
ら
れ
る
中
央
慈
善
協
会
と
原
の
関
わ
り
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
貧
民
研
究
会
の

発
足
す
る
一
九
○
○
年
か
ら
同
教
会
の
常
務
幹
事
を
辞
し
て
『
慈
善
』
編
集
の
任
を
終
え
る
一
九
一
七
年
に
及
ぶ
。
第
八
章
で
論
じ
ら
れ

る
原
の
児
童
保
護
活
動
を
め
ぐ
っ
て
は
、
教
誨
師
時
代
か
ら
子
ど
も
の
養
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
こ
と
、
そ
れ

が
岡
山
孤
児
院
東
京
委
員
と
し
て
の
活
動
や
児
童
虐
待
防
止
事
業
へ
の
着
手
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
九
章
の
原
が
設
立

発
起
人
と
な
っ
た
東
京
府
慈
善
協
会
で
は
、
理
事
長
や
評
議
員
と
し
て
、
ま
た
同
協
会
の
委
託
を
受
け
て
運
営
さ
れ
た
東
京
府
慈
善
事
業

協
会
細
民
地
区
改
善
事
業
日
用
品
廉
価
供
給
所
第
一
武
蔵
屋
の
救
済
委
員
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
「
昭
和
期
の
原
胤
昭
の
動
向
と
そ
の
終
焉
」
と
い
う
題
が
付
さ
れ
た
第
一
○
章
は
、
原
の
生
涯
を
時
系
列
で
眺
め
る
と
い
う
意
味
で
は

第
六
章
に
続
く
内
容
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
に
東
京
出
獄
人
保
護
所
は
財
団
法
人
東
京
保
護
会
と
な
り
、
一
九
三
二
年
に
原
が
八
○
歳
に

な
る
ま
で
新
規
保
護
の
引
き
受
け
が
続
け
ら
れ
た
（
東
京
保
護
会
は
、
一
九
三
八
年
に
解
散
）。
他
方
で
一
九
二
五
年
に
は
、
七
○
歳
以

上
の
キ
リ
ス
ト
者
の
親
睦
会
で
、
原
が
世
話
人
を
務
め
た
「
七
十
路
会
」
が
結
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
信
仰
生
活
を
懐
か
し
む
会
合
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
原
は
過
去
を
饒
舌
に
語
っ
た
も
の
の
、
社
会
事
業
家
と
し
て
の
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
。
一
九
四
二
年
に
亡
く
な
っ
た
原
の
死
が
公
表
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
五
日
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
も
か
つ
て
の
被
保
護
者
た
ち
が

葬
儀
に
参
列
す
る
こ
と
で
、
余
刑
者
で
あ
る
こ
と
が
世
間
に
知
れ
る
こ
と
を
避
け
た
か
っ
た
と
い
う
原
の
釈
放
者
第
一
主
義
を
象
徴
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
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三

　

以
上
が
、
本
書
の
骨
子
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
ま
で
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
原
胤
昭
を
め
ぐ
っ
て
本
書
が
読
者

に
提
供
す
る
内
容
は
実
に
豊
富
で
あ
る
。
冒
頭
で
提
示
し
た
本
書
の
構
成
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
巻
末
に
三
○
頁
を
超
え
る
「
原
胤
昭

文
献
目
録
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
物
語
る
徹
底
し
た
先
行
研
究
フ
ォ
ロ
ー
と
新
た
な
も
の
も
含
む
資
料
の
検
討
と
い
う
丁
寧
な

作
業
だ
け
を
と
っ
て
も
大
変
な
労
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
学
術
的
意
義
は
社
会
福
祉
史
、
キ
リ
ス
ト
教
史
、
行
刑
史
、
更
生
保
護

史
な
ど
の
多
く
の
学
問
領
域
に
及
ぶ
。
著
者
は
な
お
も
未
完
成
と
し
て
い
る
が
、
本
書
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
原
胤
昭
の
全
体
像
」

を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
社
会
政
策
を
専
攻
す
る
評
者
な
り
に
思
う
と
こ
ろ
の
一
端
を
書
き
留
め
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

児
童
虐
待
防
止
活
動
の
先
駆
者
と
し
て
の
原
へ
の
関
心
か
ら
本
書
を
手
に
取
っ
た
評
者
は
、「
日
本
に
お
け
る
人
口
問
題
と
社
会
政
策
」

を
テ
ー
マ
に
歴
史
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。（
拙
著
『
人
口
・
家
族
・
生
命
と
社
会
政
策
―
日
本
の
経
験
―
』
法
律
文
化
社
、
二
○
一

○
年
。）
そ
の
な
か
で
児
童
虐
待
防
止
法
と
少
年
教
護
法
（
い
ず
れ
も
、
一
九
三
三
年
）
と
し
て
結
実
を
み
る
戦
前
の
児
童
保
護
に
関
わ

る
思
想
や
政
策
形
成
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
本
書
を
読
ん
で
そ
の
よ
う
な
政
策
・
制
度
と
し
て
の
公
的
な
取
り
組
み
以
前
に
原
を
は
じ
め

と
す
る
社
会
事
業
家
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
活
動
が
み
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
漠
然
と
し
た
把
握
に
つ
い
て
省
み
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

原
と
い
う
一
人
の
社
会
事
業
家
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
生
い
立
ち
や
思
想
形
成
に
関
わ
る
記
述
と
、
他
の
活
動
の
な
か
で
児
童
虐
待
防
止
を

含
む
児
童
保
護
事
業
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
そ
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
著
者
の
時
期
区
分
に
よ
る
第
四
期
（
一
八
九
七
―
一
九
二
五
：
出
獄
人
保
護
事
業
や
中
央
慈
善
協
会
の
幹
事
と
し
て
の
活

動
、
児
童
虐
待
防
止
事
業
な
ど
に
力
を
尽
く
し
て
い
く
時
期
）
に
相
当
す
る
一
九
二
○
年
代
に
は
、
原
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
事
業
家
に
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よ
る
児
童
保
護
事
業
や
都
市
や
農
漁
村
と
い
っ
た
地
域
レ
ベ
ル
で
の
児
童
保
護
事
業
の
延
長
で
「
子
ど
も
の
権
利
保
障
」
を
め
ぐ
る
政
策

論
議
が
持
ち
上
が
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
原
（
ま
た
、
生
江
孝
之
、
倉
橋
惣
三
、
留
岡
幸
助
と
い
っ
た
社
会
事
業
家
）
達
が
積
み
上
げ
て

き
た
活
動
実
績
と
そ
れ
に
基
づ
く
議
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。原
の
児
童
保
護
活
動
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
第
八
章
は
、そ
れ
を
く
っ

き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
述
べ
て
み
よ
う
。
本
書
の
な
か
で
、
原
の
「
被
虐
待
児
の
保
護
に
就
て
」『
社
会
事
業
』
第
九
巻

第
一
二
号
（
一
九
二
六
年
三
月
号
）
と
い
う
論
稿
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
原
が
「
政
府
当
局
に
於
て
は
、
一
日
も
早
く
此
れ

人
道
上
、
社
会
政
策
上
、
無
視
す
る
事
の
出
来
ぬ
事
実
の
頻
出
に
鑑
み
て
、
児
童
虐
待
防
止
法
を
制
定
せ
ら
れ
む
事
」
を
要
求
し
た
こ
と
、

そ
の
背
景
に
は
「
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
法
規
が
な
い
と
い
う
制
約
に
よ
り
、
虐
待
行
為
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
暴
力
で
あ
っ
て
も
、
親

の
躾
あ
る
い
は
親
権
の
行
使
だ
と
反
論
さ
れ
、
被
虐
待
児
を
救
う
行
為
を
や
む
な
く
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
そ
れ
ま

で
の
実
践
に
お
け
る
課
題
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
二
八
九
―
二
九
○
頁
）
そ
れ
が
児
童
虐
待
防
止
法
と
少
年
教
護
法
に
向
か

う
動
き
と
無
関
係
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

　

本
書
を
読
み
進
め
る
な
か
で
、
原
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
事
業
家
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
活
動
に
裏
打
ち
さ
れ
た
人
道
上
の

視
点
と
評
者
が
見
つ
め
て
き
た
社
会
政
策
上
の
視
点
が
ク
ロ
ス
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
当
時
の
児
童
保
護
を
め
ぐ
る
日
本
的
本
質
が
あ
る

よ
う
に
す
ら
思
え
た
。

　

あ
る
い
は
、
そ
れ
が
融
合
し
て
い
く
過
程
と
し
て
大
正
・
昭
和
初
期
人
口
論
争
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
も

思
っ
た
。
一
九
二
六
年
の
「
産
め
よ
産
め
殖
や
せ
よ
」（
高
田
保
馬
の
少
子
化
論
）
か
ら
三
○
年
代
は
じ
め
に
及
ぶ
そ
れ
は
、
過
剰
人
口

を
前
提
と
す
る
「
マ
ル
サ
ス
対
マ
ル
ク
ス
」
の
学
説
論
争
の
ほ
か
に
、
人
口
の
〈
質
〉
と
い
う
論
点
を
大
き
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
そ

れ
と
の
関
わ
り
で
先
に
触
れ
た
児
童
虐
待
防
止
法
と
少
年
教
護
法
の
形
成
を
把
握
で
き
る
の
だ
が
、
本
書
を
通
じ
て
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
原
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を
は
じ
め
と
す
る
社
会
事
業
家
達
が
、
評
者
が
考
え
て
い
た
以
上
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
次
の
よ

う
な
社
会
問
題
の
発
見
は
実
践
家
に
よ
っ
て
し
か
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　　
「
原
は
監
獄
の
教
誨
師
と
し
て
監
獄
改
良
や
囚
人
た
ち
の
矯
正
に
携
わ
っ
た
後
に
、
本
格
的
に
出
獄
人
保
護
事
業
に
献
身
し
て
い
く
の

で
あ
る
が
、そ
の
過
程
で
犯
罪
者
の
中
に
は
か
つ
て
孤
児
で
あ
っ
た
者
が
少
な
く
な
く
、彼
ら
の
多
く
は
適
切
な
養
育
を
受
け
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
を
知
り
、
孤
児
の
養
育
や
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。」（
三
○
二
頁
）

　

原
の
言
葉
で
い
う
社
会
的
な
事
業
を
め
ぐ
る
「
人
道
上
と
社
会
政
策
上
」
の
交
錯
を
描
き
出
す
に
お
い
て
、
社
会
事
業
家
の
功
績
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
そ
の
点
に
関
わ
る
重
要
な
記
述
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
原
が
出
版
の
自
由
、
信
仰
の
自
由
、
及
び
葬
儀
・
埋
葬
の
自
由
を
求
め
て
内
務
省
や
東
京
府
に
陳
情
を
重
ね
て
い
た
こ
と
、
内

務
省
嘱
託
（
内
務
省
の
職
員
の
地
位
は
高
等
官
、
判
任
官
、
雇
、
嘱
託
、
傭
任
が
あ
っ
た
）
と
し
て
任
に
当
た
っ
た
こ
と
、
社
会
事
業
家

と
し
て
の
原
は
内
務
省
を
中
心
と
す
る
人
物
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

１
）。
あ
る
い
は
、
精
神
医
学

者
の
三
宅
鑛
一
、
杉
田
直
樹
、
寺
田
精
一
、
法
学
者
の
穂
積
陳
重
・
重
遠
親
子
、
小
河
滋
次
郎
と
い
っ
た
人
々
か
ら
最
新
の
知
識
を
学
ん

で
い
た
こ
と
に
も
言
及
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
践
家
と
官
僚
、
学
者
の
交
流
は
、
戦
後
に
社
会
政
策
と
社
会
福
祉
と
い
う
形
で
分
離
さ
れ
た
こ
と
で
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
両
者
の
交
錯
に
光
を
当
て
て
く
れ
る
（
図
表
、
参
照
）。
慈
善
事
業
か
ら
社
会
事
業
を
へ
て
社
会
福
祉
へ
と
い
っ
た
流
れ
と
し
て

把
握
さ
れ
る
社
会
福
祉
史
と
、
そ
れ
と
は
対
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
社
会
政
策
史
の
交
錯
を
考
え
る
に
お
い
て
、
本
書
に
よ
っ
て
提
示
さ

れ
た
原
の
生
涯
が
差
し
だ
す
課
題
提
起
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
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以
上
、
評
者
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
本
書
の
意
義
と
そ
こ

か
ら
見
え
て
く
る
課
題
に
つ
い
て
書
き
留
め
て
み
た
。
本
書

と
出
会
っ
た
こ
と
で
、
評
者
は
改
め
て
社
会
福
祉
と
社
会
政

策
の
対
話
を
進
め
た
い
と
強
く
思
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、「
あ
と
が
き
」
の
な
か
か
ら
特
に
心
に
残
っ

た
次
の
一
節
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
そ
こ
に
本
書
の
誕
生
が

運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
の
は
、
私
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

　
「
そ
も
そ
も
私
が
原
胤
昭
の
研
究
を
始
め
た
の
は
ど
の
よ
う

な
き
っ
か
け
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す

が
、そ
れ
は
、一
九
九
九
年
に
大
学
に
入
学
し
、『
社
会
福
祉
史
』

の
授
業
で
原
胤
昭
の
こ
と
を
学
び
、
原
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
原
の
業
績

に
比
し
て
先
行
研
究
が
少
な
い
こ
と
に
驚
き
、
そ
れ
な
ら
ば

自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
と
調
べ
始
め
ま
し
た
。」（
三
九
三
頁
）

学説（心理学、医学、生理学、社会学、生物学、法学、経済学、など）

高島平三郎 　永井潜　米田庄太郎　河上肇　上田貞次郎　暉峻義等　海野幸徳　福田徳三
高野岩三郎　富士川游  高田保馬　永井亨　矢内原忠雄　三田谷啓  戸田貞三　北岡壽逸
三宅鑛一　杉田直樹　寺田精一　穂積陳重　小河滋次郎　など

　　　　　　　　　　　　　　　　　↑　↓
　
実践（社会事業家、官僚、など）
　
原胤昭　石井十次　山室軍平　倉橋惣三　留岡幸助　など

　内務官僚、地方政府　など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⇒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　大正・昭和初期人口論争（1926年～）

　　　　　　　　　　　　↙　　　　　　　　　　　　　　　↘

人口政策、児童社会政策の構想　　　　　　　　　マルサス対マルクスの学説論争

図表　戦前日本における人口問題をめぐる学説と実践
（筆者作成。）
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注 （
１
）	

副
田
義
也
『
内
務
省
の
社
会
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
七
年
、
に
詳
し
い
。

　

参
考
文
献

・	

副
田
義
也
『
内
務
省
の
社
会
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
○
○
七
年
。

・	

玉
井
金
五
・
杉
田
菜
穂
「
日
本
に
お
け
る
〈
経
済
学
〉
系
社
会
政
策
論
と
〈
社
会
学
〉
系
社
会
政
策
論
―
戦
前
の
軌
跡
―
」『
経
済
学
雑
誌
』

第
一
○
九
巻
第
三
号
、
二
○
○
八
年
。

・	

杉
田
菜
穂
『
人
口
・
家
族
・
生
命
と
社
会
政
策
―
日
本
の
経
験
―
』
法
律
文
化
社
、
二
○
一
○
年
。




